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調査計画書
フィールドワーク（台湾）　グループワーク　
	提出日
	11/01（水）

	グループ名
	グループC

	グループメンバー氏名
	朱禮聖
	黃棋秝

	
	陳易湘
	奥山直美

	
	劉昱寧
	中島智志


	調査テーマ
	日本統治時代の建築　IN 台湾

	調査目的
	· 日本統治時代の建造物が、現代でも現役で活躍し、またユニークなリニューアルにより上手に現代化されている様子を観察する。
· これらの建物を利用している人たちにヒアリングを行い、日本風の建物についてどのように感じているのかを知る。

	調査内容


	＊総統府
「日本統治時代に建てられた総督府の建物を使用している。これは1919年に完成し、当時は台湾で最も高い建物でした。総督の執務室は東に面しており、四獣山までを含む台北市を全貌できました」を見ながら調査する。
＊師範大学
日本統治時代の旧制高等学校を調査する。
＊青田街
師範大学の近くで、日本統治時代当時、師範大学教授やその家族、職員などの宿舎でした。大学にほど近い、青田街や温州街、泰順街などに次々と宿舎が建設されていったのである。
＜事前準備＞
1. まずは、日本式の建築の特徴を把握する。（西和夫•穂積和夫 著（1983）『日本建築のかたち―生活と建築造形の歴史』を参照する）
2. 次に、見に行きたい日本統治時代の建築物の位置がきちんと調べる。また、その建築物の築く背景を調査する。
3. 最後、調査した結果少しまとめて、まとめた資料を当日に持っていく。そうすれば、当日のフィールドワークはうまく行けると思う。
＊参考文献
· 西和夫•穂積和夫 著（1983）『日本建築のかたち―生活と建築造形の歴史』彰国社
08：00淡江大学集合、出発。
09：00総統府に到着、調査。
09：30総統府出発。
10：00師範大学に到着、調査。
11：30～13：00昼食。

13：30青田街に到着、調査。
17：00晩ご飯

21：00BBT学生と淡江大学学生、淡江大学に到着。


	調査場所
	総統府、青田街、国立台湾師範大学

	参考文献/ウェブサイトリスト
	· 西和夫•穂積和夫 著（1983）『日本建築のかたち―生活と建築造形の歴史』彰国社

· 総統府
http://english.president.gov.tw/

· 師範大学
https://goo.gl/iifXML
· 青田街
http://www.taipeinavi.com/food/719/



